
 

横浜市文化財施設の指定管理者の選定について（第２期） 

 
○ 施設概要 

施 設 名 所 在 地 ホームページ 

横浜市歴史博物館 
横浜市都筑区中川中央 

1-18-1 
http://www.rekihaku.city.yokohama.jp/

横浜開港資料館 横浜市中区日本大通3 http://www.kaikou.city.yokohama.jp/

横浜都市発展記念館 横浜市中区日本大通12 http://www.tohatsu.city.yokohama.jp/

横浜ユーラシア文化館 横浜市中区日本大通12 http://www.eurasia.city.yokohama.jp/

横浜市三殿台考古館 
横浜市磯子区岡村

4-11-22 

http://www.rekihaku.city.yokohama.jp/shisetsu

/sandd/

 

 

○ 指定期間 

平成 23年４月１日から平成28年３月31日（５年間） 

 

 

○ 非公募での選定について 

『横浜市指定管理者制度運用ガイドライン』第４章１－（１）において、極めて高度な専門性を要することな

どにより、将来（当該指定管理期間内）にわたり他の担い手が存在しないことが見込まれる場合は、「単独指定（非

公募）」で行うことが可能とされています。 

 文化財関連施設運営については、高度な専門性が必要とされることから、第二期指定管理期間（平成23年４月

１日～平成28年３月31日）の指定管理者の選定については、非公募で行うこととしました。 

 この非公募選定の決定手続きに関しては、前述のガイドラインに基づき、第32回都市経営執行会議にて付議し、

承認を受けた上で、第１回指定管理者選定委員会に諮り、了承を得ました。 

 

 

○ 指定管理者選定委員会について 

各施設の選定委員会は、施設の性格と構造条件等から、次の３委員会を組織し、審査を実施しました。 

 

（１）横浜市歴史博物館及び横浜市三殿台考古館指定管理者選定委員会 

（２）横浜開港資料館指定管理者選定委員会 

（３）横浜都市発展記念館及び横浜ユーラシア文化館指定管理者選定委員会 
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○選定委員会委員（50音順・敬称略） 

選定委員会の構成（◎委員長） 
氏 名 役 職 等 

歴博・三殿台 開港 都発・ユ文 

相澤 正彦 成城大学文芸学部教授 ○   ○ 

薄井 和男 神奈川県立博物館学芸部長 ○ ○   

末崎 真澄 
（財）馬事文化財団 

馬の博物館理事・学芸部長
    ◎ 

鈴木 良明 鎌倉国宝館館長   ◎   

成田 眞 成田会計事務所 ○ ○ ○ 

西田 由紀子 よこはま市民メセナ協会会長 ○ ○ ○ 

水嶋 英治 常磐大学大学院教授 ◎ ○ ○ 

 

 

○ 選定の経緯 

経  過  項  目 年  月  日 

第 32回都市経営執行会議 

（文化財施設の次期指定管理者の選定についての非公募・単独指定の了承） 
平成 22年３月２６日（金）

● 第１回指定管理者選定委員会 

（非公募選定の経緯及び業務の基準・応募要項・提案課題・審査方法等につい

ての決定） 

平成 22年７月４日（日） 

応募要項等の配布 平成 22年７月６日（火） 

提案書類の受付 平成 22年７月３０日（金）

● 第２回指定管理者選定委員会 

（ヒアリングの開催及び審査、指定候補者の選定） 
平成 22年８月２０日（金）

 

○選定委員会 

※第１回選定委員会は、合同での開催。第２回選定委員会は各委員会ごとに同一日にて開催し、指定候補者の選

定を行いました。 

 

○審査にあたっての考え方 

選定委員会では、『文化財各施設指定管理者 応募要項』においてあらかじめ定めた「審査における評価基準」

に従って、応募団体から提出された提案書類を審査し、指定候補者を選定しました。 

  審査にあたっては、事前に選定委員会によるヒアリングを開催し、応募団体への質疑を行いました。 

評価基準については、各評価ポイントに対して５段階評価を行い、各委員の評価ポイントを採点した上で、

その合計点を総合評価点としました。５人総ての選定委員会委員から、総合評価で３段階以上の評価が獲得で

きなければ審査を通過できないものとしました。 



  なお、『横浜市指定管理者運用ガイドライン』により、次期選定に関して、現指定管理者はこれまでの運営実

績を加減点評価として反映できるとされていますが、本施設につきましては、非公募での選定という観点から、

選定委員会での決定により、加減点評価については考慮しないものとしました。 

 

○選定結果 

施設名 指定候補団体 所在地 

評価合計点   

（100点満点   

換算得点） 

横浜市歴史博物館 
1,498      

（75.8） 

横浜開港資料館 
1,506      

（76.3） 

横浜都市発展記念館 
1,481      

（76.9） 

横浜ユーラシア文化館 
1,417      

（77.6） 

横浜市三殿台考古館 

財団法人          

横浜市ふるさと歴史財団 

横浜市都筑区中川中央 

1-18-1 

879       

（73.3） 

 

 

 

○ 問い合わせ先 

横浜市教育委員会事務局 生涯学習文化財課 文化財係 

〒231-0017 横浜市中区港町１－１ 

電話 045(671)3279  Fax 045(224)5863 

 

○ 参考資料 

・文化財５施設指定管理者 選定要項 

・文化財５施設指定管理者 業務の基準 

・文化財５施設指定管理者 別添資料 

・文化財５施設指定管理者 提案課題集 

・文化財５施設指定管理者 様式集 

・文化財５施設指定管理者の選定等に関する要綱  

・文化財５施設指定管理者選定委員会の運営に関する要綱 

・『横浜市指定管理者運用ガイドライン』 
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